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一
宮
同輩包〈時川什

江戸時代中期の国学者， 塙保己ー(1746-18

21)の著書『武家名目抄』には， 惟子を解して

按， かたひらといふはもと衣服のみならす凡

ものを包み上に日ひ下に敷く物をも又懸垂れ

てまきる物をも皆通して惟といふ裏なくして

ひとひらなるものL通称なり然るを小袖のひ

とひらなるを打任せて惟子といふは猶袖の小

袖練貫の小袖を袷といひ練貫といふか如し例

の省語なり昔は絹にもあれ布にもあれひとへ

の小袖を�佐子といひて五月五日より絹惟子六

月七月は布惟子を着用しけり近世は絹惟子を

単物又は単なといひ布のひとへに限りて惟子

といふからに端午の朝きのふの袷に頓て布惟

子をぬきかふること与なりたり

骨 本学助教授 日本服装史

と記しl〕，また， 文化七年(1810)刊『玉かつま』

にも「ゆかたびら かたびら」の項に

かたびらとは， 今の世には， 布の衣のみ云へ

ど， もときには有らず。裏なく一重なるもの

を， 何にまれ， かたび‘らとは云ふなり

とあり2)，さらに，天保から嘉永年間(1830-50)

に成る『近世風俗志』に

守貞日今俗は麻布単衣をのみかたび、らと難ど

も本来は麻布綿布より羅綾に至り何にでも無

裏の単衣を惣てかたびらとは云也

とある3)。すなわち，惟子の字源は古く，小袖と

しての惟子は， 江戸中期頃までの意味内容は広

範に渡り， 江戸後期には特定化されていくこと

を知る。本稿は， この推移の詳細および背景を

洞察することによって， 近世模様小袖の動向の

一面を即実的に明確化することを試みるもので

ある。

I 近世惟子の形成

古く， r日本書紀』巻廿五孝徳天皇の大化二

年 (646)丙午三月の記述に， 役人には「其葬時

惟 帳等用ニ白布ーJ， 庶民には「其惟帳等可レ

用ニ鹿布一」と見られる4) Î惟」の語は， 平安時

代になると， 染織技術の発達に伴い『延喜式』
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巻十五 内蔵寮の染物の条に「絞 惟二篠」と記
され5)， まh建築様式上の特色から『和名類緊
紗」巻第十四 扉障具第百八十七に「惟 稗名
云惟穀22 園也以自障園也」と見出される6)。
この扉障具としての惟は， その頃から盛んにな
る文学書の随所に散見されるのであるが7)， 同
時に裏を付けない衣服も「惟 惟子 かたびら」
と称されるようになり， r枕草子』の 三 十 三に
「蔵人の五位……夏などのいとあっきにも， か

うすふたあい あおにび さしぬき
たびらいとあざやかにて， 薄二藍， 青鈍の指貫
など， ふみちらしてゐためり8)J， r平家物語』

せんじゅの言え
巻第十 千手 前に「よはひ廿ばかりなる女房

ーまことにゅうにうつくしきが， めゆいのか
たぴらにそめつけのゆまきして9)J， rつれづれ
草』第五十三段に「三足なる角の上に， かたび
らをうちかけて10)J等と表現されている。

さらに， 中世武家社会において， 上級社会の
服装が装束からしだいに小袖に転換されると，
夏の衣料に惟子が定着することは， 伊勢貞陸の

『簾中奮記』にみる東山般の御蓋所妙善院の時
C1483-90)の女房衆衣裳の記述11)， また大永
八年C152めに成る伊勢貞頼宗五の『宗五大岬
紙』における「衣装の事」の記述12)等にも明ら
かである。

この時代の惟子の地質をみると
唐 布cr捲川親元記j r貞]1買豹文書� r御供古

貫� r鳥板記j [j諸大名出仕記j)
北絹cr諸大名出仕記j)
紋紗cr諸大名出仕記j)
生絹cr蜂川親元記j [j諸大名出仕記j [j太閤

記』巻十五『豊太閤入御亜相第記H 前
回亭御成記� r信長公記』巻十四〉

一重すすし(吋貞順豹文書� *r河村誓異聞
書j)

厚絹 cr諸大名出仕記j)
越後布 cr諸大名出仕記j)

などがあり， *印は， 文献記事中には惟子と明
記されていないが， r諸大名出仕記』によると，
袷である丸生絹 に対する語の惟子と思われるの
である13)。

次にその染織をみると

辻かはなCIi!倦川親元記j)
つじがはなcr宗五大川紙j)
つしか花cr河村誓異聞書l)
辻か花染椎cr太閤記』巻十五〉
辻か花染めcr信長公記』巻十四〉
紅の入りたる惟子cr御供古賓j)
あかき惟子cr女房進退j)
梅ぞめcr膳川親元記� r宗五大州紙j)
梅浅黄cr御供古賓j)
梅萌黄cr諸大名出仕記j)
めゆひcr諸大名出仕記j)
はくcr宗五大州紙j [j貞]1債豹文書j)
摺薄cr太閤記』巻十五〉
すりはくcr駒井日記』下〉
かうはいcr駒井日記』下〉

などがあり， 小袖全盛時代を形成する江戸時代
に先駆けて， 盛夏の料としての惟子は， 白き惟
子が正式で、ある14)と い い な が ら も， 袷小袖同
様15)多様性を示している。 さらに留意される点
は， 絹 惟子が主である点と， 辻が花染とは， 今
日大絞りに措絵を加えた技法をいうのは全くの
誤用で， 女房衆や十二， 三歳までの男女児の着
用する惟子染織の一種であると判明される点で
ある16)。

E 幕初から明暦頃までの惟子

今日， 上杉謙信， 織田信長， 豊臣秀吉， 徳川
家康等の衣裳の遺品は， それぞれに差異こそあ
れ， 近世初期の豪華絢燭たる文化の担い手が武
将や大名であったことを顕著に物語るものであ
る。 したがって， ここに， 家康の亮後， 駿府か
ら尾張徳川家に相続された遺産目録『駿府御分
物御道具帳』十二帳のうち， 元和三年(1617)
辰二月三日付記の第六帳「色々絹 布 帳」から惟
子を抜粋すると

一， 御紋之御惟子 一 二百七
一， 白キ御椎子
一， 染御惟子
一， 高官之帳子
一， 女惟子

四拾
一

六
拾
一

百
三
拾
拾

五
百
二
三
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一， 近江さらしの椎子 百余七
一， ち与ミの惟子 三
一， 地ぬの惟子 七十五

惟子合千百四拾八
とあり， このほかに

一， 白はふたへ御単物
一， さやの御単物
一， 染物の御単物
一， はくの単物
一， おり筋単物
一， あやの単物

また関連の反物に
ー， 越後布

一， 越後 上布
一， 奈良さらし
一， 同さらし

高宮 内詐理四ひろ物
一， 同嶋
一， ばっこう
ー， 近江さらし
ー， 地布 内拾二疋木ぬの
ー， からむしぬの
ー， 伊奈ぬの

拾

三百四拾三疋
半

三拾九疋
六百五余四疋
五拾疋
五百八端
百六十四端
四百六拾九端
三拾八端
七拾一疋
七拾七端
拾四端

などとある。惟子と単物が区別されている点は，
緒言に記す後世のような類別が既になされたの
であろうか。 また， Uこ記すように女性および
小児の小袖である辻が花染の語が見られないの
は， 彼らの小袖が多く含まれなかったからであ
ろうか。 しかし管見では， 慶長八年 (1603)刊
の『日葡辞書』に「つじがはな 木の葉で色を
つけたかたびら くれないその他の色のししう
そのようなししう或はそめもの」とあるが， そ
の後の記録を見い出さないので， 辻が花染の語
は慶長末から元和初期(1604-15)にしだいに
消滅したと 解されるので ある。 また， r染御惟
子」や「女惟子」だけでは判然としないが， 現
存する遺品から小紋染の惟子の存在は確かであ
り， さらに前代のような紅の惟子や目結の惟子
も含まれていたと思われる。 それは， その後慶
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安三年(1650)刊 『女鏡秘停書』上巻十八に「か
たびらの事」として

したよりしろきをかんとす うへよりもしろ
きかたびらくらゐありてよし...・H・..くれなゐ
のそめ物なとよし したよりもなをよし ベ
にかのこのたぐひわ かきうちょし……

と記されている17)ことからも判断されよう。

E 寛文から明和頃までの惟子

明暦の大火(1657)を境に， 財力を得た町人
の聞に美服への追求が活発となり， 幕府の者修
禁止令も表向きのことで， 豪商の経済力を基盤
として形成された泰平文化は留ることなく， 元
禄から正徳期(1688-1716)には最高潮に達し
た。 その横溢振りは， 西鶴文学や初期酒落本に
も盛んに描かれた。 しかし， 八代将軍吉宗は，
倹約令・貨幣改鋳・物価取締令・賭博の禁止・
情死の禁止・豊後節の禁止などと， 財政緊縮お
よび世相秩序の是正に努め た結果〈享保の改
革)， 宝暦・明和(1751 - 1772)の頃には一応
の落ち着きを取り戻した。

この時期の雄子を考察するためには， 茶屋染
を研究の対象に含まなければならない。 なぜな
らば， 後述Wの御股女中の夏の服制に定められ
た茶屋辻は， 寛永十五年 (1638)刊の俳詰作法
書『毛吹草』巻三付号の「フ」の項に「辻-
bめかたびら
染稀」とある18)ことからも， 茶屋染の惟子と解
され， また現存する多くの茶屋染は， 奈良晒・
能登上布 ・越後布 のような 上質苧麻製の惟子に
限られていることから， 茶屋染は惟子特有の染
色であると見倣されるのである。

まず， 貞享四年(1687)， 京都の奥田松柏軒が
著わし江戸より出版された女性の教養のため
の書『女用訓蒙図葉』の巻こを 見 る と， r衣裳
四季のかほり」と題して

卯月朔日より袷なりけふを更衣といふ也本式
はけふは白小袖也白重といふ是なり略儀はさ

とのむところ め
まざま 好所 の模様を着すベし五月五日より
男は惟子也女郎は本式はす与しうらねりぬき
なり腰まきもす与しうらなり六月朔日よりか



たびらなり八月朔日より又ねりぬきなりこし
巻はそめつけの小袖本式なり

と記されている19)。 これは， 公武の有職故実に
定められた更衣の規定が， 当代上級の町人社会
にまで広く浸透した状況を意味するものであろ
う。

そこで， 惟子の地質を西鶴文学書に求めると
越後ち父みの椎子(�好色二代男』巻二 貞

年

二

二

巻

禄

叫

元

J
つ

三

吋

巻

俗

n
」

H
犠

湾

問

4
4

P』

輪

山
町
一

り

胡

か
吋

引い
わ

み

年
(

〉
父

二
子
即

ち

享
惟
刊
倉

絹

小
元禄八年 刊24))

かたびら
明石ち工みの維子(�寓の文反古』巻五 元

禄九年 刊25))
奈良さらしの浅黄のかたびら(�同書』問26))

などとさまざまであるが， 元禄三年 (1690)刊

の『人倫訓蒙図葉』には， r惟子屋万の模様を
享元年 刊20))

高官の袷惟子 (�同書』巻七21))
嶋曝のかたびら(�好色一代女』巻六 貞 染させてこれをあきなふ

表I 小袖雛形本にみる惟子・茶屋染

嶋ハ近江の高宮より

No. 書 名 発刊年 件数 記 載 内 $ 図例

① f卸ひ い なかた 寛文7 l ぢしろ茶やそめ 図1 -1 

② 諸国御ひいなかた 貞享3 32 茶屋染もゃうの事 図1 - 2  

0地色一一白 7、 花色・うごん色各6、 蔚黄4、 浅黄 図1 -3 

-赤各2、 木賊・桃色 ・ たまご色・唐茶

-憲法各l

。加工一一ーかのこ18・かのこ入7・おちかのこ2 ・

おちかのこ入1 ・べにかのこ入l・大か

のこ入l、 ぬい2

③ i原氏ひな か た 貞享4 1 初むかしならで今もすたらぬハ茶屋染

④ 友禅ひいながた 貞享5 12 かたぴら

0地色一一ねずみ4、 たまご色3 、 白・浅黄・薄浅

責・かわらけ・唐茶各l

0加工一一ーさいしさ絵てい入4・ きいしきてい入2、

さいしきてい絵2 ・さいしき銀でいl、

さいしき2 ・さいしき品会1

⑤ 袖ひ い な がた 元禄元 l 地白ちゃ屋そめ わけ

⑤ 正 徳 ひ な 形 正徳3 10 ふ路屋風 図1 -5 

ちゃ屋ぞめ1、 本ちゃ屋ぞめ4 ・本ちゃ屋ゆかた 図1 -6 

ぞめ1 ・本ちゃ屋つぶ入ぞめ1 ・本ちゃ屋小色ぞ

めl、 小色ぞめ、 その他(多色染)

⑦ 古今模様雛形大全 正徳6 2 ちゃ屋染にも よし 図1 -7 

本ちゃ屋染 いろいろ

③ 雛形千歳草 宝暦4 l 地白茶や染 図1 -8 

⑨ 雛形吉野 山 明和2 2 ちゃ屋ぞめにし てよし 図1 -9 

地白にでも茶屋ぞめに よし
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7 8 9 

図I 小袖雛形本にみる惟子・茶屋染

(215 ) 



出す」と記され幻)， この高官は， 新見正朝の見
聞集， 享保七年(1722)刊『むかしむかし物語』
に「惟子も， 縮高官とて買ありく， 此高宮島に
能模様はI惟子に買， 又袴に能は夏袴に仕立， 御
旗本も着す， 慣は一反五六匁なりし， 近年は惟
子は奈良半晒し褒斗縮， 何も高直， 袴も郡内平
せいがら平などにて， 高直なるはかまを着す，
戻子はみな絹 戻子成」と， 時代の推移を示して
いる28)。 さらに， 享保十七年(1732)刊『世費大
成高金産業袋』巻四 夏物類には， 絹 縮・越後
縮・宮縮・島すずし・無地すずし・紋すずし・
八丈すずし・りう久もし・高官等が列記されて
いる29Jo ここに， 江戸中期における機業の発達
の上に，費を凝らした小袖の表面上の豪華さが，
禁令， 関所， 追放等幕府から繰り返し発せられ
k取締りによって， しだいに様相を変え， やが
て洗練に向かうとき， 上質の地質に軽妙な美を
求める傾向を知るのである。

つぎに， 先に示した理由により， 当代の小袖
雛形木に散見される椎子と茶屋染を抜粋すると
表Iおよび図uこ示すとおりである。 ただし，
ここに記した正徳六年 (1716)刊『古今模様雛
形大全』は， 元禄十一年 (1698)刊『新板和国
ひいなかた大全』を天地二冊に改編した複製本

の一方であるといわれる30)。 現時点では全頁の
確認の機を得ないので， 細部の照合が不可能で
あるが， 小袖型がやL呉なるようである。 した
がってこの資料に関しては時代的な幅を持って
考察することとする。

そこで， 茶屋染については， その初期の状況
に関して， 文化三年(1806)刊『女中常服略記』
に「寛永の頃茶屋宗理と云ものL 家にて染出し
たる模様なり茶やは呉服所の名にて四郎次郎長
意共に三 家なり」と記されているが31)， これ以
上の詳細は得られない。 しかし， その後， 管見
では， 寛永七年 (1667)刊『御ひいなかた』以
下表Iに示す雛形本での見出， および貞享三年
(1687)刊『潅州府志』巻七 土産門下(服器
部〉 の「紅梅」の 項 に， ï紫染梅染茶染紺屋染
茶屋染吉長染等各有二染レ之 家ー」とある32)こと
等により， 前代の縫箔に代って， 急速に発達し
た各種模様染の一種としての流行を知ることが
できょう。 さらに， ここにみる茶屋染の内容は，
表Iに記した『諸国御ひいなかた』所収の添書
の一例をあげると， ï地あか ひあふき(檎扇〉
のもやうあふきにおちかのこ入 もっこう(木
瓜〉 ハこん〈紺)入 うへにはぬい なわ(縄)
ハおちかのこ」と鹿の子・縫・彩色入で， これ

紅麻地竹梅模様絞染繍雌子 白麻地垣藤花舟模様染繍惟子
(部分)

黒麻地i皮蛇龍桜花文字模様染繍
惟子(部分)

図II 現存雄子資料 (東京国立博物館蔵)
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と同類， かつ元禄期(1688ー1704)の豪健さを
有する惟子が現存する(図E参照〉。 これらは，
後年， 前掲の 『世賓大 成高金産業袋』巻四の

「染椎子」の項に
屋しき風といふは， 地黒・地赤・地しろ， 地
うこん， 地浅黄等にして， 龍田のもみぢ， 筏
に棲， 菊流しの類に大きなる文字， 古文字，
格字あるひは行， かなもじなど入れ， 縫入ぬ
いなし打出し鹿子にて仕あげ， その内にもま
た少くゆふぜんをあしらひなどする類， 如レ
此のみにも限るべからざれども， まづ大略は
右の如し， 町風といふはゆふぜんもやうあっ

しゃうえんに かFか
さりとして， 生燕指を色よく遣ひ幽に至りた
る風， あるひは桔梗の無地に白の結かのこじ

すすき
たて， 濃はな色に白 上り薄に蝶， またはすみ

すわh
績素鑓したて， ずいふんと手をつくし染る事
なれば， 委くは書のせがたし

と記された内容33)に相当するのではないだろう
か。 すなわち， 元禄前後の茶屋染惟子は， 享保
十七年(1732)頃院は染惟矛と称されたことに
なるのではないだろうか。 同書には別に「茶屋
染」の項も置かれ

中古はもっぱら此染を好みし， 右のだて染よ
り出たるもやうにて， 多くは柿， あいらう，
もへぎ等にて細書仕たてのもやう

ひら だ て
と記されて34)， I右のだて染」すなわち「乎伊達
ぞめ
染」の項には

いうぜん
地 白・地浅黄・薄柄にして友善と茶屋染との
聞のもやうなり， これ古代より公家武家に用
ひらるL所， かき， あゐらうの細がき入り，
み 十
翠簾にかうぼね， しのぶにあみ笠， 梅にもじ

たぐ叩 かうしゃ
入等の類のもやう， いかにも尋常に香車なる

せん
を詮とす

とあるが35)， 茶屋染の実体に関しては文意に明
確さを欠く。 しかし， � 正徳ひな形』 や 『古今
模様雛形大全』に表わ された本茶屋染について
は， 同じく「茶屋染」の項に

本ちゃ屋などいふは， 誠瀬戸物の南京の本渡
りを見ることく， 手をつくしたるそめやう，
今にも至てしほらしきもやうがらなり， しか
し此ごろは廃れり
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と記している36)。
そして， その後の惟子の傾向については， 越

智久為の『反古染』に
元文(1736-41)の頃， 紅縞， 浅黄縞， 明ぼ
の染， 賓麿(1751-64)の頃， もへぎ縞， 大
名じま， とき色， 桔梗色， 竪繭， 横縞， 碁ば
ん縞， とき色小紋， 五寸模様， 明和(1764-
72) の頃より紹の紺桔梗， 路孝茶， ひわ茶に
紅晒の重ね著， 天明(1781-89)の頃専ら也

とあり37)， 浅黄， 縞， 小紋， 五寸模様， 相， 路
孝茶と， 当時の小袖染織における流行をそのま
L表明するものである38)。このよろな状況下に，
表に示したような宝暦・明和期(1751ー72)の
茶屋染の存在は， もはや極めて少数例であり，
前代の余波であると解されるであろう。 また明

きむろぼううλ
和三一五年 (1766-68)に成る木室卯雲の 『見
た京物語』に「春より夏は女多く紅晒の下惟子
を着る」と あ る39) のは， 前掲書『反古染』の
「ひわ茶に紅晒の重ね著」の着装を指すのであ
ろうか。紅の下着にうすものの渋味の色を重ね
る夏の風情ある着装は， 清長の 『当世遊里美人
合』等， 美人画にも往々収められた当世好みの

美の領域となったので、ある。

N 安永から幕末頃までの惟子

女性の髪型と帯とが急速に発達した宝暦(17
51ー64)頃より， 小袖染織は， しだいに様相を
変え， 以後渋味の勝った地色に， 裾模様， 裏模
様， 小紋， 耕等が定着する。 横盛であった町人
の服飾文化に鮮味が薄れると， その影に姿を潜
めていた武家小袖が， この時期を特色づけるも
のとなった。

安政五年(1858)刊 『奥女中袖鏡』には， I年
中式服の次第井着用刻限の事」として

一四月朔日より， 五月四日まで， 袷， 地白，
地黒の内

一五月五日より， 八月晦日まで， 椎子，地白，
地黒の うち

一端午の佳節， 地黒の事
一七夕の佳節， 地自の事



一九月朔日より， 八日まで， 袷， 地白， 地黒
の内

とあり40)， これよりも先， 文化三年 (1806)刊
『女中常服略記』では， 同様に月毎の着装を記
しているが， 地色に関してはさらに詳しく

六月 地黒地赤地自の惟子下着白かたひらを
重ねベし帯腹巻前におなし近世地白のミ用ゆ
たまたま地黒も用地赤はたへて用ひす時には
必地黒を用ひしなり

と説明し， また七夕の地白惟子についても
七夕には萩すLき梶の葉等の箔模様を着すベ
し...・H・..八朔に七夕のことく箔模様を用ゆる
事 家風によるベし

と書き添えている41)。
さらに， 当代の椎子を解して『常服便覧』の

「惟子」の項に
地は布色定らす標梅染なとよし騒E戸噺徐に云
端午に菖蒲惟とて布を紺地自にそめて五月中
着る也六月朔日より七月六日追越後惟七夕よ
り八月晦日迫さらしの白惟子を着すとされば
五月中ははないろを用其後は白惟子を用へき
事なるに今は七夕八朔の祝儀のミに白を用祝
済は染椎子を式とす 家により白惟子の格式様
々有ちLミは今は主主月中より着す尤略儀の品

総模様 中模様

なれは晴の時用べからす若き者不可着と云す
きやちLミ絹 縮等はなはだ略義也白に紋所染
出したるは用へからす其余染出し染ぬき子細
なし小袖といふは綿入にかきらす是も小袖な
り片ひらは草の通称なれ共今是のミ称す

と記されている42)。
また前掲の『奥女中袖鏡』には， さらに「年

中服柄の書」として
一御中璃以上， 本式の身捧ひ， 左にしるす
ム一地白本辻 表さらし麻 金銀のいと色糸に

て惣縫模様 下重さらし 表袖口に紅羽二
えりしん

重 下重ね領心袖ぐちとも白羽ふたえ
一地黒本辻 表さらし麻i 金銀の糸色糸にて

惣ぬい模様 ード重ねさ白し 表袖口紅羽二
重 下重ね領心袖ぐちとも白羽ふたえ
右辻二じな

一御小姓御側次本式身排ひ左にしるす
一地白茶屋辻 表さらし麻 金銀の糸色糸に

て惣ぬいもやう 下重ねさらし 表袖口紅
羽二重 下重ね領心袖ぐちとも白羽ふたへ

一地黒茶屋辻 表さらし麻 金銀の糸包糸に
て惣ぬいもやう 下かさねさらし 表袖口
紅羽ぶたえ 下重ねゑり心袖ぐちとも白羽

古典文学に因む模様(部分)

図III 江戸後期御殿女中雄子模様 (紀州徳川家衣裳図録)
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二重

右辻二しな

と記され， 記載内容は以下の女中身持え， およ

び常服に至るまで及んで、いる43)。

上記の引用文から， 茶屋辻の上に本辻がある

ことを知る。両者の相違について， 喜多川守貞

は『近世風俗志』に「茶屋辻は辻の赤みあり」

としている44)が， 判然としない。また三田村鳶

魚は『御殿女中』に「茶屋四郎次郎から納める

のを茶屋辻， 呉服後藤から納めるのを本辻とい

い， 大紋輪子のように， 丸形や亀甲の模様の聞

に， いろいろな花を縫ったのは， 茶屋辻の変っ

たところなのです。本辻はサッパリした模様で

少しあろうございました。藍の色目は茶屋辻の

方が濃くて， 何となく下品に見えます」と述べ

ている45)が， 現存する惟子のうち， 取合模様ま

たは附間模様のi惟子， すなわち「大紋倫子のよ

うに云々」は， すべて縫入茶染で藍染のものは

未見である。この点に関し， 斉藤隆三著『江戸

時代前半期の世相と衣裳風俗』には「後世にあ

っては茶色の一色から模様を構成せるを本辻と

いふに謝して， 藍の一色から成って居るのを茶

屋辻といって居る」とあり「本辻は大奥以外に

は流布されぬが， 茶屋辻は大奥以外にも三家や

大大名の奥向」であったため， 茶屋染の方が広

く諸侯奥向にまで行渡ったのであろうと記して

いる46)。

模様に関しては，r南紀徳川史』第十六冊服制

篇に総模様数十百種， 中模様数十百種とあり，

六十図を越える掲載絵図は， 立涌や菱形に花束

や花折校を配する取合模様または附間模様と風

景模様とに大別される47)。風景模様では， 王朝

文学や謡曲の一場面を暗示させる風景 ・器物を

配したものも多く， 後にこれを御所解模様と呼

んで， 独特の小袖模様の一分野を確立させた。

十帖二l欧から成る肉筆衣裳雛形本『紀州徳川家

旧蔵衣裳図録』は， 水辺・屋形・菊まがきなど，

さまざまの当代御股女中惟子模様の優品を示し

ている (図W参照〉。

次に， 緒言に記した江戸後期における惟子の

語意に関して， 寛政三年 (1791) 刊『大磯風俗

( 219 ) 

仕懸文庫』第二回に「お虎 十七ばかり。紫絹

のひとへもの。ふた葉あふひのあづまもやうの

振袖……」とありながらも48)， 文政九年(1826)

刊『色深狭睡夢』上之巻第一回に「むらさきの

紹のかたびら。すそもやうは唐あいおもて画き

たる山水……」ということもあって49)， 惟子と

単衣の概念は必ずしも一定していないことを知

るのである。

結 語

近世， およそ三百年における小袖の変貌は実

に多大なものであった。それは， 時の衣生活を

左右する社会的実権が， 武将・大名から豪商を

経て， やがて一般町人社会にまで浸透したこと

によるものであり， 為政者の側からみれば， 天

下統一後封建体制が極点に達したとき， 人的に

も地域的にも広域を対象とした徹底的統制に，

火災，風水害，早舷などの災害も加わって，予期

せずも自らが招いた変貌で‘あったといえよう。

このような状況にあって， 惟子も時々の世相

を反映しながら全く同様の意味を持って推移し

た。 しかし， 小袖全般を総合して問題視する場

合には， 漠然として捉えにくかったり， 見落し

てしまいがちな点が， 研究対象の焦点を細部に

絞って明確化したとき， 史料の上に成る真意と

それらの相互関係に問題解明の重要性が存在す

るのであろう。たとえば， 小袖雛形本にみる惟

子， 茶屋染〈図1)およびそれらと同類と思われ

る現在惟子資料(図II)と江戸後期御殿女中の茶

屋辻(図皿〉の聞を結ぶ諸問題や， また辻か花染

惟子， 茶屋染と本茶屋染およびそれらとの関連

の予想される伊達染やゆかた染， 茶屋辻と本辻

等に関する諸問題が指摘される。本稿は， この

見解においては問題提起の段階に過ぎな い の

で， 後日稿を改め， 今後も個々の考察の蓄積の

基に， 近世模様小袖の解明を課題とする次第で

ある。
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